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わが
を
語
る

市
　

上
越
市
は
、
新
潟
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
日
本
海
側
の
交
通
の
結
節
点
と

し
て
、
北
陸
新
幹
線
や
高
速
道
路
、
航

路
な
ど
を
通
じ
て
、
世
界
文
化
遺
産
の

登
録
が
期
待
さ
れ
る
佐
渡
島
な
ど
県
内

各
地
や
長
野
県
、
北
陸
各
県
と
結
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

古
く
は
、
奈
良
時
代
に
越
後
国
の
国

府
が
置
か
れ
、
戦
国
時
代
に
は
、
春
日

山
城
を
居
城
と
し
た
戦
国
の
名
将
・
上

杉
謙
信
公
の
お
膝
元
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
江
戸
時

代
に
は
徳
川
家
康
の
六

男
・
松
平
忠
輝
公
を
藩

主
と
し
た
高
田
城
が
築

か
れ
る
な
ど
、
越
後
の

都
と
し
て
、
政
治
・
経

済
・
文
化
の
中
心
と
し

て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。

　

近
代
に
入
り
、
昭
和

46
年
の
高
田
市
と
直
江
津
市
の
対
等
合

併
を
経
て
、
平
成
17
年
１
月
、
当
時
全

国
最
多
の
14
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
、

現
在
の
上
越
市
に
な
り
ま
し
た
。

雪
国
の
恵
み
と
知
恵

　

日
本
海
と
雄
大
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
本
市
は
、
日
本
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
ま

ち
が
雪
に
覆
わ
れ
、「
こ
の
下
に
高
田

あ
り
」と
高
札
が
立
て
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
雪
国
の
暮
ら
し
に
お
い

て
、
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
育

ま
れ
て
き
た
支
え
合
い
や
思
い
や

り
の
精
神
性
、
先
人
の
知
恵
と
工

夫
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
産
業
な

ど
は
、
本
市
な
ら
で
は
の
地
域
資

源
と
し
て
、
今
日
ま
で
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
食
で
は
、
清
廉
で

豊
富
な
雪
解
け
水
が
作
り
出
す「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」な
ど
の
米
や
酒
、
雪
の
寒
さ

と
多
湿
な
気
候
が
生
み
出
す
発
酵
食

品
、
天
然
の
冷
蔵
庫
・
雪
室
の
中
で
食

味
を
増
し
た
雪
室
食
品
な
ど
が
本
市
の

特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
国
の
知
恵
と
共
助
の
精
神

を
象
徴
す
る
、
高
田
地
区
の「
雁が
ん
ぎ木

」の

総
延
長
は
約
12
㎞
で
、
日
本
一
の
長
さ

と
な
っ
て
お
り
、
雁
木
や
町
家
、
歴
史

的
建
物
を
活
用
し
た「
城
下
町
高
田
の

再
生
」の
取
り
組
み
は
、
令
和
４
年
度

の
国
土
交
通
省「
ま
ち
づ
く
り
ア
ワ
ー

ド
」の
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
」を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

中
山
間
地
域
が
市
域
の
約
７
割
を
占

め
て
い
る
本
市
は
、
全
国
各
地
と
同
様
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の

進
行
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
複
雑
に
変

化
し
て
い
く
社
会
経
済
環
境
へ
の
対
応

も
待
っ
た
な
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
ま
ち
の
力
や
、
そ

の
基
礎
と
な
る
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
自
給
力
を
備
え
る
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
状
況
下
に
お
い
て
も
生
き
抜
い
て
い

く
力
を
有
す
る「
ま
ち
」を
つ
く
り
、
そ

の
ま
ち
を
支
え
る「
ひ
と
」を
育
む
こ
と

を
基
本
理
念
と
す
る「
第
７
次
総
合
計

画
」を
、
令
和
４
年
度
に
策
定
し
ま
し

た
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

の
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
将
来
の
ま
ち

の
あ
り
た
い
姿
を
展
望
し
、
未
来
志
向

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
議
論
を
経
て
、

取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暮
ら
し
や
す
く
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
上
越

上じ
ょ
う
え
つ越
市（
新
潟
県
）�

 

上
越
市
長
　
中な

か
が
わ川

幹か

ん

た太

1

町家や石畳が続く城下町高田の「雁木」
のまちなみ

上杉謙信の遺徳をたたえる「謙信公祭」。2025年に第
100回を迎える
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ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
市
で
は
現
在
、
令
和
５
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
７
次
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
政
策
を
総
動
員
し
て
人
口
減
少

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
市
が

抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
を
力
強
く
進
め

て
い
く
た
め
、
分
野
横
断
的
か
つ
重
点

的
に
取
り
組
む
政
策
分
野
と
し
て
、

「
地
域
自
治
推
進
」「
地
域
交
通
」「
子
育

て
」「
健
康
」「
防
災
」「
農
林
水
産
」「
脱

炭
素
社
会
」「
通
年
観
光
」の
八
つ
を
定

め
、
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置

付
け
た
上
で
、
部
局
を
超
え
た
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
関
連
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
地
域
交
通
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
持
続
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
図
る
た
め
、人
口
減

少
が
進
む
地
域
に
お
い
て
、
予
約
に
応

じ
て
自
由
に
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
脱
炭
素
社
会
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
公
共
施
設
や
新
築
住
宅
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
、
庁
用
自
動

車
の
電
動
車
へ
の
移
行
を
始
め
、
昨
年

に
は
、
市
議
会
と
共
同
で「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明
し
た
ほ
か
、
行

政
と
産
業
界
が
脱
炭
素
に
関
す
る
情
報

共
有
を
図
り
、
互
い
に
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

地
元
の
商
工
会
議
所
や
市
内
の
大
手
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
な
ど
19
団
体
で
構
成

す
る「
上
越
市
脱
炭
素
経
済
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
通
年
観
光
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
季
節

型
の
観
光
の
現
状
を
、年

間
を
通
し
て
来
訪
者
が

訪
れ
る
ま
ち
へ
と
転
換

し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、上
杉
謙
信
公
の
居
城

が
あ
っ
た
春
日
山
地
区
、

港
町
の
直
江
津
地
区
、雁

木
町
家
が
連
な
る
高
田

地
区
の
３
地
区
を
重
点

的
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
で
、交
流
人
口
の
拡
大

や
経
済
の
循
環
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
新
た
な
価
値
を
創

り
出
す
産
業
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｔ
企
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
こ
数

年
で
、
交
通
の
利
便
性
の
高
い
北
陸
新

幹
線
上
越
妙
高
駅
周
辺
を
は
じ
め
、
市

街
地
の
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
に
、

新
た
に
15
社
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

な
ど
が
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服

す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
見
据
え
た
新

た
な
政
策
に
果
敢
に
挑
み
、
本
市
の
将

来
都
市
像
で
あ
る「
暮
ら
し
や
す
く
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
な
が

ら
、
市
民
の
暮
ら
し
と
ま
ち
の
成
長
を

支
え
る
確
か
な
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市長と市議会議長が共同で「ゼロカーボンシティ」を表明

首都圏IT企業等によるサテライトオフィスの開設が進展

上越市長
中川幹太

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新潟市

上越市

◆ 

面
積　
　

９
７
３
・
89
㎢

◆ 

人
口　
　

18
万
２
９
１
１
人

◆ 

世
帯
数　
７
万
７
５
０
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
暮
ら
し
や
す
く
、
希
望
あ

ふ
れ
る
ま
ち　

上
越

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
海
・
山
・
大
地
な
ど
豊
か

な
自
然
と
、
城
下
町
の
歴
史
・
文
化
が
息
づ

く
生
活
利
便
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
１
月
１
日
、
上

越
市
、
安
塚
町
、
浦
川
原
村
、
大
島
村
、
牧

村
、
柿
崎
町
、
大
潟
町
、
頸
城
村
、
吉
川
町
、

中
郷
村
、
板
倉
町
、
清
里
村
、
三
和
村
、
名

立
町
の
１
市
６
町
７
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
米
、
酒
・
み
そ
・
ワ
イ
ン
な
ど

発
酵
食
品
、「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
上
越
」
認

証
品

〔
観
光
〕
春
日
山
城
跡
、
高
田
城
址
公
園
、

城
下
町
高
田
の
ま
ち
な
み
、
水
族
博
物
館
う

み
が
た
り
、
海
水
浴
場
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ

レ
イ
ス
キ
ー
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
謙
信
公
祭
、
高
田
城
址
公
園

観
桜
会
、
同
観
蓮
会
、
上
越
ま
つ
り
、
越
後
・

謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ま
つ
り
、
レ
ル
ヒ
祭
、
え
ち

ご
・
く
び
き
野
１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン
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わが
を
語
る

市
　

韮
崎
市
は
、
甲
府
盆
地
を
越
え
て
南

東
の
御
坂
山
塊
の
上
に
日
本
の
象
徴
で

あ
る
雄
大
な「
富
士
山
」を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
西
に
南
ア
ル
プ

ス
、
東
に
奥
秩
父
山
系
前
衛
の
山
々
が

そ
び
え
、
標
高
２
８
０
０
ｍ
を
超
え
る

高
山
や
緑
豊
か
な
山
々
が
韮
崎
市
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

世
界
文
化
遺

産
と
な
っ
て
、

さ
ら
に
注
目
さ

れ
る「
富
士
山
」

で
す
が
、
本
市

で
は
朝
な
夕
な

に
親
し
ま
れ
て

き
た「
美
し
い

富
士
山
を
望
む

絶
景
の
地
」
と

し
て
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
江

戸
時
代
の
日
本

画
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
で
知
ら
れ
る

葛
飾
北
斎
の「
富
嶽
三
十
六
景
」
に
な

ぞ
ら
え「
に
ら
さ
き
富
嶽
三
十
六
景
」

を
選
定
し
、
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
々
に
そ
の
美

し
さ
を
お
伝
え
し
た
い
と
市
内
36
の

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
選
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茅か
や
が
た
け

ヶ
岳
山
麓
の
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
帯
に
広
が
る
穂
坂
町
と
上
ノ
山

地
区
は
、
日
照
時
間
が
長
く
水
は
け
の

良
い
土
壌
で
、
糖
度
の
高
い
果
実
が
育

ち
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。
平
成
26
年
に「
武
田
の

里
に
ら
さ
き
ワ
イ
ン
特
区
」の
承
認
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
参
入
し
や
す
く
、
ワ
イ
ン
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
五
つ
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
あ
り
、
お
の
お
の
が
個
性
あ

る
ワ
イ
ン
造
り
を
通
じ
、
韮
崎
産
ワ
イ

ン
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
家
で
も
学
校
で
も
な
い 

第
３
の
居
場
所
」 

M
iacis

（
ミ
ア
キ
ス
）

　

努
力
す
る
若
者
を
支
援
す
る
本
市
で

は
、「
中
高
生
に
と
っ
て
の
家
で
も
学

校
で
も
な
い
第
３
の
居
場
所
を
つ
く
ろ

う
」と
、
市
と
地
域
の
大
人
た
ち
が
共

に
立
ち
上
が
り
、
平
成
28
年
10
月
に
青

少
年
育
成
プ
ラ
ザM

iacis

を
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
は
何
に
進
化
す
る
？
」
の

テ
ー
マ
の
下
、M

iacis

で
は
中
高
生

に
さ
ま
ざ
ま
な
進
化
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
や
学
年
の
枠

を
超
え
た
同
世
代
と
の
交
流
、
将
来
の

職
業
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
施
設
内
・

外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
を
通
し
、
中
高
生
は
自
分
の
新
た
な

一
面
や
幅
広
い
選
択
肢
に
出
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。M

iacis

で
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し

て
つ
く
る
地
域
の
未
来
を
、
大
人
た
ち

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
12
回
地
域
再
生
大
賞
に
お

美
し
い
富
士
山
を
望
む
ま
ち
　
に
ら
さ
き

韮に
ら
さ
き崎
市（
山
梨
県
）�

 

韮
崎
市
長
　
内な

い
と
う藤

久ひ

さ

お夫

2

甘利山から望む富士山

韮崎産ワイン

第3の居場所Miacis
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い
て
、本
市
の
カ
ム
バ
ッ
ク
支
援
事
業
を

受
託
し
、
青
少
年
育
成
プ
ラ
ザM

iacis

を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
原
部
社
が

大
賞
の
栄
に
輝
き
、
そ
の
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ 

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

　

こ
れ
ま
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
通
じ
た
市
民
の
健
康
の
増
進
や
サ
ッ

カ
ー
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ

る
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
急
速
な
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
は
、
担
い
手
不
足
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
に
よ
り
下
降
気
味
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市

で
は
、
関
係
団
体
が

集
結
し
、
市
民
自
ら

ス
ポ
ー
ツ
す
る
機
会

を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
た

交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
な
が
ら
幅
広
い

年
代
の『
ウ
ェ
ル
ネ

ス
の
実
現
』に
つ
な

げ
て
い
く
組
織
と
し

て
令
和
４
年
に「
韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
す
る
こ

と
で
、本
市
が
誇
る
優
れ
た
自
然・
文
化

と
い
っ
た
観
光
資
源
を
活
用
し
、
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
結
び
付
け
、
市
外
か

ら
誘
客
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
本
市
出
身
の
プ
ロ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ナ
ー
山
本
健
一
氏
の
協
力
を
得
な
が
ら

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る

振
興
を
図
り
な
が
ら
、
現
在
建
設
に
着

手
し
て
い
る
市
営
新
体
育
館
を
は
じ
め

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
最
大
限
に
活

用
し
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」

「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」機
会
を
充
実
さ

せ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
幸
都
市
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

「
若
い
世
代
が
住
み
た
く
な
る

ま
ち
」を
目
指
し
て

　

本
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
妊
産
婦
に

対
す
る〝
や
さ
し
い
活
動
宣
言
〟
な
ど

を
行
う「
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」

を
実
施
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
く

な
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
企

業
・
自
治
体
・
個
人
が
妊
産
婦
を
は
じ

め
、
子
育
て
世
代
が
過
ご
し
や
す
い
環

境
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
掲
げ
る

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
取
り
組

み
の
第
一
弾
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁

参
与
の
清
原
慶
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
活
動
す
る

こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
若
い
世
代
が
中
心
と

な
っ
て
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
出
店
が

進
み
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
た
ち

の
起
業
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
制

度
や
来
訪
者
の
増
加
に
伴
い
駐
車
場
の

不
足
を
解
決
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
や
子
育
て
世
代
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ま
と

「
チ
ー
ム
韮
崎
」で
、
子
育
て
支
援
施
策

の
充
実
を
図
り
、「
若
い
世
代
が
住
み

た
く
な
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

スポーツコミッションが開催するヤマケンカップ

◆ 

面
積　
　

１
４
３
・
69
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
８
１
０
３
人

◆ 

世
帯
数　
１
万
２
８
２
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
す
べ
て
の
人
が
輝
き　

幸

せ
を
創
造
す
る
ふ
る
さ
と　

に
ら
さ
き	

	

～
チ
ー
ム
韮
崎
で　

活
力
あ
る　

ま
ち
づ
く

り
～

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
四
季
折
々
の
大
自
然
と
甲

斐
武
田
氏
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
風
光
明め

い
び媚
な

ま
ち

〔
特
産
品
〕
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
米
、
韮
崎
産

ワ
イ
ン
、
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
、
甲
州
小
梅
、
ほ
う
と
う

〔
観
光
〕
韮
崎
大
村
美
術
館
、
わ
に
塚
の
サ

ク
ラ
、
鳳
凰
三
山
、
甘
利
山
、
新
府
城
跡

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
深
田
祭
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ヒ
ル

穂
坂
・
ヤ
マ
ケ
ン
カ
ッ
プ
、
武
田
の
里
に
ら

さ
き 

花
火
大
会
、
武
田
の
里 

フ
ェ
ス
タ
韮
崎

韮崎市長
内藤久夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

甲府市

韮崎市
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わが
を
語
る

市
　

湖
西
市
は
、
静
岡
県
の
最
西
端
に
位

置
し
、
浜
名
湖
と
遠
州
灘
、
湖
西
連
峰

に
囲
ま
れ
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と
豊

か
な
動
植
物
が
生
息
す
る
優
れ
た
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。

日
本
で
唯
一
現
存
す
る
、
国
指
定
特

別
史
跡
の
新あ
ら
い居

関
所
は
、
慶
長
５

（
１
６
０
０
）
年
に
徳
川
家
康
に
よ
り

創
設
さ
れ
、
東
海
道
の
宿
場
町
の
町
並

み
や
地
割
り
な
ど
江

戸
時
代
の
面
影
が
現

在
の
景
観
に
息
づ
い

て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
交
通
・
輸
送
の

要
衝
と
し
て
栄
え
、
近
代
日
本
の
発
明

王
・
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
で
あ

る
豊
田
佐
吉
翁
を
輩
出
し
、
近
年
は
自

動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
す
る
工
業
・

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し

て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に 

応
じ
た
支
援

　

本
市
は
、
政
令
指
定
都
市
の
浜
松
市

と
中
核
市
の
愛
知
県
豊
橋
市
に
囲
ま

れ
、
昼
間
と
比
べ
て
夜
間
人
口
が

１
万
人
減
少
す
る
昼
夜
間
人
口
差

の
解
消
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
支
援
の
強
化
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
を
設
け
て
、
学
校
を
卒
業
後
に
本
市

の
企
業
で
働
い
て
市
内
に
居
住
さ
れ
る

方
に
、
市
と
企
業
が
折
半
し
て
奨
学
金

の
返
還
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
結
婚
を
機
に
本
市
へ
移
住
し
た
新

婚
夫
婦
へ
の
10
万
円
支
給
の
ほ
か
、
定

住
促
進
奨
励
金
と
し
て
住
居
を
本
市
内

に
建
て
た
場
合
に
最
大
１
０
０
万
円
を

助
成
す
る
支
援
を
行
い
、
移
住
定
住
の

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
少
子
化
対
策
と
し
て
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
中
学
高
校
入
学
時
の
支
援
な
ど
、

２
人
以
上
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
た
く

な
る
環
境
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
不
妊
治
療
に
お
け
る
保
険
適
用
外

医
療
費
の
助
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

土
地
利
活
用
の
一
体
的
推
進
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進

　

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｂ
Ｅ
Ｖ

（
バ
ッ
テ
リ
ー
Ｅ
Ｖ
）
の
一
大
生
産
拠

点
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
発
信
の

地
と
し
て「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

バ
ッ
テ
リ
ー

パ
ー
ク
」の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
ま
ち

づ
く
り
の
発
展
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
、
災
害
時
の
広
域
避
難
経
路
と
し
て

も
重
要
な
幹
線
道
路（
通
称
：
バ
ッ
テ

リ
ー
ロ
ー
ド
）が
令
和
５
年
９
月
に
開

通
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
工
場

用
地
の
確
保
に
向
け
た
開
発
可
能
性
調

査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
今
後

「
職
住
近
接
」に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

湖こ

さ

い西
市（
静
岡
県
）�

 

湖
西
市
長
　
影か

げ
や
ま山

剛た

け

し士

3

豊かな自然に囲まれた湖西市

日本で唯一現存する国指定特別史跡の関所

安心・安全な暮らしをサポート

湖西市産のポークウインナーの給食試食会
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も
土
地
利
活
用
を
一
体

的
に
推
進
し
、
新
た
な

物
流
・
人
流
・
交
流
の
軸

と
し
て
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

自
動
車
産
業
を
中
心

と
す
る
モ
ノ
づ
く
り
の

ま
ち
の
本
市
に
お
い

て
、
環
境
と
経
済
の
好

循
環
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
引
き
続
き
モ
ノ
づ
く
り
人
材
育
成

や
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
は
喫
緊

の
課
題
で
、
令
和
５
年
８
月
に
は
静
岡

県
、
愛
知
県
の
五
つ
の
金
融
機
関
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
に
向
け

た
相
互
協
力
お
よ
び
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
各
金
融
機
関
と
連
携
し

て
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
見
え
る
化
や
省
エ

ネ
設
備
投
資
へ
の
利
子
補
給
な
ど
、
湖

西
市
版
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
構
築

に
向
け
、推
進
し
て
い
ま
す
。

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

活
用
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進　

 

　

本
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
水
道
事

業
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活

用
し
、
市
民
生
活
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年
か
ら
全

国
初
の「
時
間
帯
別
料
金
」の
導
入
に

向
け
た
実
証
実
験
を
進
め
、
デ
ー
タ
分

析
や
効
果
検
証
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
９
年
度
ま
で
に
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
を
市
内
全
世
帯
に
拡
大
し
、

検
針
時
間
の
短
縮
や
漏
水
判
定
の
向

上
、
検
針
票
の
電
子
化
、
産
学
官
が
連

携
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

た
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

水
道
管
の
更
新
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
、

効
率
的
な
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

愛
知
県
豊
橋
市
と
の「
水
道
料
金
収
納

業
務
等
の
共
同
化
」（
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
）を
令
和
４
年
度
か
ら
行
っ
て
お

り
、
県
境
を
越
え
て
水
道
料
金
収
納
に

お
け
る
業
務
処
理
の
統
一
や
シ
ス
テ
ム

機
器
な
ど
の
共
有
は
全
国
で
初
め
て
の

取
り
組
み
で
す
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通 

（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
研
究
）

　

観
光
地
な
ど
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
回
復
、
高
齢
化
に
伴
う
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
通

院
・
買
い
物
な
ど
の「
移
動
の
足
」の
確

保
な
ど
が
、
全
国
的
に
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
広
域
的
な
視
点
で
交

通
事
業
者
と
の
共
存
共
栄
を
基
本
と

し
、
近
隣
市
と
交
通
事
業
者
を
含
め
、

「
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
」
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
始
め
て
い
ま
す
。
既

に
国
で
も
、
現
行
の
道
路
運
送
法
の
柔

軟
な
運
用
、
免
許
要
件
の
緩
和
な
ど
、

担
い
手
増
加
に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
動
き
が
見
ら
れ
、
通
院
や
買
い

物
な
ど
地
域
の
足
と
し
て
の
手
段
・
選

択
肢
の
増
加
に
よ
る
住
民
の
利
便
性
向

上
へ
、
引
き
続
き
広
域
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に

　

人
口
減
少
対
策
な
ど
、
一
つ
一
つ
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
に
笑
顔
や

活
気
が
溢
れ
る
よ
う
、
市
民
生
活
、
地

域
経
済
の
下
支
え
と
な
る
事
業
を
展
開

し
、
引
き
続
き『
職
住
近
接
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、「
働
く
ま
ち
」か
ら「
働
い

て
暮
ら
す
ま
ち
」を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

開通した幹線道路（通称：バッテリーロード）

湖西市長
影山剛士

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

静岡市

湖西市

◆ 

面
積　
　

86
・
56
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
８
０
７
９
人

◆ 

世
帯
数　
２
万
５
１
６
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕「
ひ
と
・
自
然
・
業
（
わ
ざ
）」

が
つ
な
が
り　

未
来
へ
続
く　

わ
が
ま
ち
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
風
光
明め

い
び媚

な
浜
名
湖
、
遠

州
灘
、
湖
西
連
峰
に
囲
ま
れ
、
ウ
ナ
ギ
、
カ

キ
な
ど
の
水
産
物
に
も
恵
ま
れ
た
、
製
造
業

が
盛
ん
な
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
22
年
３
月
23
日
、
湖

西
市
、
新
居
町
の
２
市
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
う
ま
み
が
た
っ
ぷ
り
な
浜
名
湖

う
な
ぎ
、
新
居
牡
蠣
「
プ
リ
丸
」、
飼
育
量

が
静
岡
県
第
一
の
豚
肉
、
し
ら
す

〔
観
光
〕
新
居
関
所
、
本
興
寺
、
豊
田
佐
吉

記
念
館
、
湖
西
連
峰
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

今
切
体
験
の
里　

海
湖
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
諏
訪
神
社
奉
納
煙
火
、
湖
西

お
い
で
ん
祭
、
湖
西
湖
上
花
火
大
会
、
海
湖

館
牡
蠣
小
屋
の
焼
き
牡
蠣
体
験
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わが
を
語
る

市
呉
市
の
概
要

　

呉
市
は
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央

部
、
広
島
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
瀬

戸
内
海
に
面
す
る
陸
地
部
と
、
倉
橋
島

や
安
芸
灘
諸
島
な
ど
の
島
し
ょ
部
で
構

成
さ
れ
る
気
候
温
和
で
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
、人
口
約
20
万
人
の
都
市
で
す
。

　

古
く
か
ら
、
朝
鮮
通
信
使
・
北
前
船

な
ど
に
よ
る
大
陸
や
日
本
海
か
ら
の
交

易
の
地
と
し
て
栄
え
、

戦
前
は
、呉
海
軍
工
こ
う
し
ょ
う廠

が
置
か
れ
て
世
界
最

高
水
準
の
技
術
と
人

が
集
ま
り
、
戦
艦「
大

和
」
や「
大
和
」
の
大

砲
な
ど
の
兵
器
の
製

造
、
艦
艇
の
建
造
や
航

空
機
の
開
発
を
担
う

な
ど
、
日
本
一
、
そ
し

て
世
界
で
も
有
数
の

海
軍
工
廠
を
擁
す
る
ま
ち
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
戦
後
は
、
こ
う
し
た

歴
史
や
、海
軍
工
廠
の
基
盤
・
技
術
を
生

か
し
た
も
の
づ
く
り
産
業
、
豊
富
な
医

療
資
源
な
ど
を
有
す
る
多
様
性
に
富
ん

だ
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
産
業
近
代
化
の
舞
台
と
な
っ
た

呉
の
歴
史
や
科
学
技
術
を
紹
介
す
る

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
呉
市
海
事
歴

史
科
学
館
）
」
は
、
平
成
17
年
４
月
の

開
館
以
来
、
１
６
０
０
万
人
を
超
え
る

方
々
に
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
に
は
開
館
後
初
の
大
規
模
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
、
シ
ョ
ッ
プ
棟

の
新
設
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
る
展
示
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害 

か
ら
の
復
旧
・
復
興

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
本
市

は
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、

国
、
広
島
県
を
は

じ
め
と
し
て
、
全

国
の
自
治
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援
い
た

だ
い
て
災
害
復
旧
工
事
は
ほ
ぼ
完
了

し
、
引
き
続
き
災
害
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
被
災
し
た

天
応
中
学
校
で
は
、
学
校
の
運
営
が
困

難
に
な
っ
た
た
め
、
天
応
地
区
の
児
童

生
徒
や
保
護
者
、
住
民
の
意
見
を
踏
ま

え
、
令
和
５
年
４
月
に
本
市
初
の
義
務

教
育
学
校
と
し
て
天
応
学
園
が
開
校
し

ま
し
た
。
災
害
時
な
ど
を
想
定
し
て
、

特
別
教
室
も
あ
る
体
育
館
棟
を
新
設

し
、
近
接
す
る
国
道
か
ら
直
接
校
舎
に

入
る
こ
と
が
で
き
、
避
難
所
開
設
時
の

炊
き
出
し
を
見
据
え
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

近
く
に
家
庭
科
室
を
配
置
す
る
な
ど
、

災
害
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、豪
雨
災
害
の
記

憶
を
継
承
す
る
た
め
、被

災
箇
所
へ
の
説
明
板
の

設
置
や
、一
時
避
難
場
所

と
し
て
公
園
・
広
場
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

被
災
状
況
や
復
興
状
況

な
ど
が
わ
か
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。

呉
市
・
広
島
大
学 

T
ow

n &
 Gow

n

構
想
の
推
進

　

令
和
５
年
７
月
、
呉
市
、
国
立
大
学

法
人
広
島
大
学
、
海
上
保
安
大
学
校
、

公
益
財
団
法
人
笹
川
平
和
財
団
は
、

「
呉
市
・
広
島
大
学T

ow
n &

 Gow
n

構

想
の
推
進
に
向
け
た
海
洋
・
海
事
の
国

際
的
拠
点
の
形
成
等
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
本
市
に
お
い
て

ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
洋
・
海
事
の
国
際

的
教
育
・
研
究
・
社
会
連
携
の
拠
点
形
成

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
呉
市

が
有
す
る
豊
か
な
地
域
・
行
政
資
源
と

広
島
大
学
が
有
す
る
教
育
・
研
究
人
材

世
界
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な

日
本
産
業
近
代
化
の
舞
台「
呉
」

呉く
れ

市（
広
島
県
）�

 

呉
市
長
　
新し

ん
は
ら原

芳よ
し
あ
け明

4

新たに整備した呉市立天応学園体育館棟

大和ミュージアム 1/10戦艦「大和」
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や
知
識
な
ど
の
資
源

を
融
合
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、新
た
な
人
材

を
呼
び
込
み
、
海
洋
・

海
事
に
係
る
教
育
や

産
業
、デ
ジ
タ
ル
な
ど

の
分
野
で
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
、「
海
洋
文
化

都
市
」を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

観
光
を
新
た
な
基
幹
産
業
へ

　

観
光
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
観
光
振
興
に
取
り
組
む

た
め
、
令
和
３
年
９
月
に「
呉
市
観
光

振
興
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
令
和
５
年

10
月
か
ら
呉
市
観
光
・
地
域
振
興
Ｃ
Ｒ

Ｍ（
顧
客
関
係
管
理
）ア
プ
リ「
マ
イ
ク

レ
」の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
デ
ー
タ
を
蓄
積
・

解
析
す
る
こ
と
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
を
図

り
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
情
報
・
商
品
な
ど

を
提
供
し
、
地
域
全
体
で

「
呉
フ
ァ
ン
」
の
獲
得
を

目
指
し
ま
す
。

　

観
光
を
新
た
な
基
幹
産

業
へ
と
成
長
さ
せ
、
地
域
産
業
の
活
性

化
や
市
民
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ「
く
れ
」へ
の

取
り
組
み

　
「
交
通
ま
ち
づ
く
り
と
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
発
信
拠
点
の
形
成
」を
基
本
理

念
と
し
て
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
自
動

運
転
車
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
、

「Society 5.0

」
の
実
現
に
向
け
、
ス

マ
ー
ト
か
つ
持
続
可
能
な
先
進
都
市
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
共
に
本

市
の
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
と
し

て「
ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
く
れ
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
島
し
ょ
部
を
含
む
市

内
に
く
ま
な
く
光
通
信
回
線
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
令
和
５
年

12
月
に
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

が
な
い
地
域（
島

し
ょ
部
）に
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
端
末

な
ど
を
設
置
す

る
実
証
実
験
を

開
始
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
自
治
会
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
公
共
施

設
の
予
約
・
貸
し
出
し
に
係
る
ス
マ
ー

ト
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
た
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の

実
証
実
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

大
き
な
時
代
の
変
化
が
あ
る
中
で
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
本
市
が
向
か
う
べ

き
方
向
性
を
定
め
た「
第
５
次
呉
市
長

期
総
合
計
画
」に
お
い
て
、
将
来
都
市

像
と
し
て
掲
げ
て
い
る「
若
者
、
高
齢

者
、
女
性
、
障
害
者
、
外
国
人
な
ど
、
全

て
の
人
々
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
、
人
を
惹

き
つ
け
る
魅
力
的
な
ま
ち
」の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Town & Gown構想　協定締結式

マルチメディア端末などの設置

呉市長
新原芳明

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

広島市
呉市

◆ 

面
積　
　

３
５
２
・
83
㎢

◆ 

人
口　
　

20
万
５
３
４
９
人

◆ 

世
帯
数　
10
万
５
６
５
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
、

行
っ
て
み
た
い
、
人
を
惹
き
つ
け
る
ま
ち

「
く
れ
」
～
イ
キ
イ
キ
と
働
き
、
豊
か
に
安

心
し
て
暮
ら
し
、
ワ
ク
ワ
ク
生
き
る
～

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
独
自
技
術
や
全
国
的
、
世

界
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業
を
有
す
る

「
も
の
づ
く
り
」
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
15
年
４
月
１
日
、呉
市
、

下
蒲
刈
町
の
２
市
町
が
合
併
、
平
成
16
年
４

月
１
日
、
呉
市
、
川
尻
町
の
２
市
町
が
合
併
、

平
成
17
年
３
月
20
日
、
呉
市
、
音
戸
町
、
倉

橋
町
、
蒲
刈
町
、
安
浦
町
、
豊
浜
町
、
豊
町

の
７
市
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン
、
ト
マ
ト
、

カ
キ
、
オ
ニ
オ
コ
ゼ
、
タ
チ
ウ
オ
、
ち
り
め

ん
、
や
す
り
、
川
尻
筆
な
ど

〔
観
光
〕
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
御み

た
ら
い

手
洗
の

町
並
み
、
入
船
山
記
念
館
、
音
戸
の
瀬
戸
、

安
芸
灘
と
び
し
ま
海
道
な
ど

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
呉
み
な
と
祭
、
く
れ
海
上
花

火
大
会
、
呉
海
自
カ
レ
ー
・
呉
グ
ル
メ
フ
ェ

ス
タ
、
呉
ご
当
地
キ
ャ
ラ
祭
、
く
れ
食
の
祭

典
、
朝
鮮
通
信
使
再
現
行
列
な
ど


